
１ 郷土文化財制度の目的

地域の貴重な文化資源を郷土の宝として顕彰し、次世代を担う子どもたちはもとより、市

民の郷土への誇りと愛着を深めることで後世への継承を行い、まちづくりへ活かすことを目

的としています。

２ 郷土文化財の認定条件

この制度では、地域に慣れ親しまれ、地域で保存、継承、啓発等の活動により大切に守ら

れている文化資源を候補として認定を行います。
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熊本市の

郷土文化財

活動

地域による保存・継承・啓発

等の活動がおおむね20年以上

継続して行われている

（※１）文化財保護法、熊本県文化財保護条例、熊本市文化財保護条例による

指定、登録、選択、選定及び認定

（※２）有形文化財、無形文化財、有形民俗文化財、無形民俗文化財、記念物、

文化的景観、伝統的建造物群、文化財保存技術

文化資源

・成立後おおむね50年経過

・地域の歴史や文化を象徴する

・法や条例による指定等を受けていない（※１）

・文化財の各類型（※２）に該当する、もしくは

地域に根差す生活文化等

文化資源

文化財
指定等文化財

未指定文化財

文化財類型に該当
しないもの

この中で、活動がともなうも
のを郷土文化財の対象とする

有形の文化資源

・定期的な活動を行っている

・今後の活動の継続性がある

有形・無形の文化資源それぞれの認定条件

無形の文化資源

文化資源は成立時から著しく変化していない、もしくは、成立時から

著しく変化しているが、ある程度継続しており地域に根付いている

郷土文化財制度は、指定文化財制度よりも
緩やかな認定による制度
・現状変更は届出制、認定取消は所有者
等からの申請で可能

・地域住民とともに、より効果的な広報
を熊本市が行う

・管理に必要な経費は所有者等の負担
（要望に応じて民間の助成等を案内）

３ 指定文化財と郷土文化財制度の違い

【想定される対象】

おてもやん（市内全域）、味噌の神様信仰（中央区大江）、新四国八十八ヶ所巡り（東区託麻）、

近津の火ノ神祭り（西区松尾）、川尻大渡獅子舞・川尻精霊流し（西区川尻）、

六殿宮流鏑馬・木原神楽（南区富合・木原）、無田口獅子舞（南区無田口）

５ これまでと今後の予定

令和2年 8/25 文化財保護委員会にて概要説明

9/29 文化財保護委員会にて内容精査

11/20 文化財保護委員会へ諮問し制度内容確定

11/26 教育委員会会議へ報告

12月 第4回定例会 教育市民委員会所管事務報告

令和3年 1月 熊本市郷土文化財制度実施要綱施行及び公募開始

5月 申請締め切り これ以降第1回認定を予定

４ 情報発信の方法
・市のHP上で周知 ・看板の設置 ・パンフレットの制作、配布 ・QRコードの設置 など
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